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＜連絡事項＞
・敷き布団交換のスケジュールです。

敷き布団〉の交換、年１回　２９年度は1/24～2/23実施
Ｈ３０年　１/２３（火）　西病棟

Ｈ３０年　２/　７（水）　北病棟
Ｈ３０年　２/２２（木）　東病棟

＊洗濯する敷き布団は、南側洗濯場へ持ってきて下さい。

＊洗濯済みの敷き布団は、西病棟と北病棟はレストラン棟

　リネン庫前から、東病棟は本部側洗濯場から持って行って

　下さい。

＊その他シーツ類の定期交換は通常通りです。

・外部リネン業者の休みが12/31（日）～1/2（火）の3日間となります。12月の最終に出したリネンの仕上がりが、1/3（水）以降となり、通常の定期交換ですと在庫の関係上間に合いません。そこで、1/1（月）・2（火）・3（水）・4（木）の定期交換はお休み

とします。ただし定期以外の汚損寝具の交換は受付します。通常の定期交換は1/8（月）からとします。月曜日の南病棟の分は1/5（金）に準備しますのでいつも通り取りに

　行ってください。
＜患者様連絡事項＞
・高田　マキ様～療養環境変更目的にて10：00西病棟Bユニットへ転出となる。
・櫻井　紀子様～抑肝散3日分処方となる。

・澤田　キエ様～排便-5日目であり、深澤Dr報告。ケンエー浣腸60㎖1本処方となり施行し、反応便あり。主治医指示の体重測定実施35㎏。
・関野　節子様～施設入所の為、10：40当院退院となる。
・滝沢　繁倫様～家族面談については診察時検討するとのこと。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・木村　格治様～時間隔離中。妄想様の言動はなく落ち着いている。早期に処遇が改善
　　　　　　　できるように介入していく。
＜要注目患者様＞
・立花　圭様～幻聴様の訴えではないが、周囲がうるさいと言い、椅子を蹴飛ばすなどの
　　　　　　衝動行為あり、不穏時の頓服薬使用している。他者トラブルに注意していく。

・上野　一夫様～時折呼吸苦の訴えあり、吸引施行時白色痰除去している。バイタルサインの異常なし。
・田嶋　兼雄様～疎通は良好。体温34.5～34.9℃で経過し、他バイタルサインに異常はなし。食事は各食数口のみ摂取。
＜馬渡Dr診察情報＞
・熊谷　樹理様～幻聴を訴える事から、リントン（0.75）1Ｔ昼に追加処方となる。精神状態の観察注意のこと。インフルエンザワクチン施行。
・川村　耕八様～退院支援に向け、介護度の確認をするようにとの指示あり、ＳＷへ確認中。処方内容変更なく14日分処方となる。
・織笠　キヌエ様～血圧が高値なことと、夜間の睡眠が不安定なため処方変更となる。ディオバン40mg→80mg、レジレル（25）1T夕に追加となる日中の活動性を待たせる関わりをするようにとの指示あり。
・石藤　ツエ様～「具合が悪くて。」と訴える。セルトラリン25mg→50mgとなる。
＊処方は正月期間となるため、それぞれ14日分となります。
＜新入院患者様情報＞
日　　時：12月26日　12：40　

　氏　　名：若松　千代司（わかまつ　ちよじ）様

　生年月日：昭和29年8月10日　63歳

　病　　名：肺炎、統合失調症、腫瘍マーカー高値・腹水症

　性　　別：男性

　病　　棟：東合併

　入院形態：医療保護入院（当院3回目）

　主治医　：田名部Dr

　入院に至った経緯：

　　

　平成29年12月12日上部内視鏡検査の為、八戸赤十字病院受診するが、酸素飽和濃度・血圧低下あり、肺炎の診断にて八戸赤十字病院へ転院となる。肺炎治療行い、消化器症

状については、現状について考えると精査は困難であるとのこと。今回、肺炎治療終了し、引き続き、精神科的治療継続の為、転院依頼あり。平成29年12月26日12：40東病棟

合併症室へ入院となる。

※LTBプラン
　オムツ①
※カードなし
日　　時：12月26日　13：40

　氏　　名：清川　いし（きよかわ　いし）様

　生年月日：昭和25年7月24日（67歳）

　性　　別：女性

　病　　名：精神病症状を伴う重症うつ病

　病　　棟：東Bユニット1号室

　入院形態：医療保護入院（2回目）

　主 治 医：未定

　診察医　：伊藤Dr

入院に至った経緯：

　　中学校卒業後に理容所に就職したが長続きせず、自宅引きこもり、外出は近隣への買い物程度であった。H18年頃に親族の入院が続いた際、混乱して家事ができなくなり、八

戸赤十字病院精神科を受診し、パニック障害の診断を受けたというが、治療は短期で中断。H29年3月下旬から頭痛や耳鳴り、動悸を訴えて複数の病院へ受診したが、異常所見は認め

られなかった。同年3月29日には救急要請をして八戸赤十字病院へ搬送され、脳MRIを受けて帰宅（異常所見なし）。同年4月に入ると水分も食事も摂らなくなった。「みんなに迷惑をかけている」などと自責的な発言をすることや、落ち着かずに立ちっ放しでいることなどがあり不眠となった。H29.4.5当院初診。亜昏迷状態であり、精査加療目的にて同日当院1回目の医療保護入院。亜混迷状態で疎通も食事もとれず、ジプレキサ筋注から薬物療法を開始すると症状改善し、H29.5.10退院となる。

　退院後は症状再燃なく自宅の農作業を手伝うなどしていたが、兄の妻の　体調不良を機に症状再燃。兄より「心配で入院させたい」と希望あり。H29.12.26　13：40東病棟Bユニットへ入院となる。
※業洗
※カードなし
